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●
韮
山
時
代
劇
場
駐
車
場
の
一
部
を
有
料
化
し
て
、
二
十
四
時

間
パ
ー
キ
ン
グ
に
し
た
ら
ど
う
か
…（
年
齢
性
別
不
詳
）

現
在
、
韮
山
時
代
劇
場
で
は
五
カ
所
計
二
百

五
十
台
の
駐
車
場
を
確
保
し
、
劇
場
や
韮
山
図

書
館
利
用
者
に
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
が
多
く

な
る
と
満
車
に
な
る
上
、
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
日

は
周
辺
の
学
校
行
事
へ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
た
め
、
現

状
で
有
料
化
を
実
施
し
て
も
不
定
期
と
な
り
利
用
者
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
劇
場
利
用
者
や
学
校
関
係
者
の
使
用
料
な
ど
解

決
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
実
現
に
は
十
分
な
検
討
が
必
要
で
す
。

担
当

文
化
振
興
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
２
２
５

広
報
平
成
二
十
年
十
一
月
号
で
お
配
り
し

た『
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご

意
見
箱
』。
今
回
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
に
は
、

す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
千
歳
橋
を
通
る
た
び
に
思
う
が
、
橋
の
欄
干
が
、
真
ん
中
は

き
れ
い
だ
が
両
端
が
錆
び
て
あ
ま
り
に
も
汚
い
。
観
光
地
・
伊

豆
長
岡
温
泉
の
入
り
口
だ
け
に
、
外
か
ら
来
た
お
客
様
に
も
恥

ず
か
し
い
の
で
は
…（
七
十
代
男
性
）

市
で
は
、
橋
の
管
理
者
で
あ
る
県
に
対
し
、

以
前
か
ら
塗
り
替
え
を
要
望
し
て
い
た
た
め
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
塗
装
工
事

が
行
わ
れ
、
昨
年
度
完
成
し
ま
し
た
。
な
お
、

歩
道
橋
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
実
施
す
る

予
定
は
な
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

担
当

建
設
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
８

韮山時代劇場

●
以
前
住
ん
で
い
た
市
で
は
、
市
営
プ
ー
ル
に
お
風
呂
が
つ
い
て

い
た
り
、
ジ
ム
が
豊
富
だ
っ
た
。
若
い
人
た
ち
も
ジ
ム
感
覚
で
使

え
る
市
営
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
ほ
し
い
…（
二
十
代
女
性
）

市
営
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
置
は
理
想
で

す
が
、
現
在
の
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る

と
、
新
施
設
の
建
設
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

当
市
に
は
一
周
約
百
六
十
�r
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
整
備
し
た

長
岡
体
育
館
が
あ
り
、
一
度
講
習
を
受
け
れ

ば
一
回
百
〜
二
百
円
で
利
用
で
き
ま
す
し
、

ま
た
、
長
岡
温
水
プ
ー
ル
で
は
割
安
で
利
用

で
き
る
会
員
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
既
存
の
体
育
施
設
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

担
当

社
会
教
育
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

●
大
仁
庁
舎
の
ト
イ
レ
が
和
式
で
暗
く
、
お
年
寄
り
に
は
利
用
し

に
く
い
の
で
改
善
を
…（
六
十
代
女
性
ほ
か
）

本
年
度
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
国
籍

や
老
若
男
女
、障
害
な
ど
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
設
計
）

へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
健
康
福
祉
部

の
あ
る
大
仁
庁
舎
の
ト
イ
レ
を
一
部
洋
式
ト
イ

レ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ
レ
に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

担
当

大
仁
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
０長岡体育館長岡温水プール

●
旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡
地
の

活
用
を
。
例
え
ば
団
地
を
作
る
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
作
る

な
ど
…（
二
十
代
女
性
）

市
内
の
他
の
未
利
用
地
と
併
せ

て
有
効
利
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
検
討
中
で
す
。
具
体
的
な
利

用
計
画
等
が
決
定
次
第
、
公
表
し

て
い
く
予
定
で
す
。

担
当

管
財
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
２

大仁庁舎

（
キ
リ
ト
リ
）

千歳橋

●
マ
ル
チ
商
法
へ
の
対
策
を
し
て

ほ
し
い
…（
五
十
代
女
性
）

悪
質
商
法
の
手
口
を
事
前
に
知

り
身
を
守
れ
る
よ
う
、
広
報
紙
等

で
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消

費
者
被
害
に
つ
い
て
は
、
毎
月
第

二
・
四
月
曜
日
に
、
伊
豆
長
岡
庁
舎

市
民
相
談
室
で
、
相
談
員
に
よ
る

消
費
者
相
談
を
行
い
、
解
決
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

担
当

観
光
商
工
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
２



●日ごろからマイバックなどを持参しましょう。
●お買い物のときは、必ずお店の備え付けのカ
ゴを利用し、レジまで持っていきましょう。
●会計時までマイバックはたたんでおきましょう。
●お買い物中はマイバックの口を閉めておきましょう。
●マイバックへの詰め替えは、自分でやりましょう。
●お店の備え付けのカゴは、必ずお店に返却しましょう。
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市では、マイバックなどによるお買い物を推
進しています。マイバックなどでお買い物をす
るときは、お店の人に万引きなどの誤解を招か
ないように心がけ、楽しいマイバックライフを
過ごしましょう。

下記店舗では、容器包装の使用機会を減らすことで、
地球温暖化防止・省資源を実現できることから、使い捨
てのライフスタイルを見直すきっかけとして、７月１日
（水）からレジ袋有料化を実施します。
市民の皆さんには、マイバック・マイバスケットなど

の持参にご協力をお願いします。

＊各店舗とも平成２１年度目標レジ袋辞退率８０％を目指します（無料配布中止後）。＊レジ袋有料化の対象売場は、
各店舗で決められています。＊レジ袋の販売価格については、１枚おおむね５円程度になる見込みですが、各店舗で
異なります。＊スタンプカードなどの取り扱いについては各店舗にお問い合わせください。

店　舗　名 住所・電話 主な取り組み内容

キミサワ伊豆長岡店

（（株）ＣＦＳ
コーポレーション）

古奈４３９
電話０５５‐９４８‐６０００

●レジ袋無料配布中止。● レジ袋辞退者への特典…１回の買い物
で、エコカード（当社発行）にスタンプ１個を押し、２０個貯まると
エコ商品（ラップ・再生紙使用トイレットペーパーなど）１個と交
換。●レシートへのメッセージ告知、ポスターとハンドビラでの
告知、店頭のぼり旗での告知、マイク放送での告知、レジ・チェ
ッカーでの声かけ。●マイバック、マイバスケットなどの販売。

マックスバリュ伊豆長岡店

（マックスバリュ東海（株））
古奈４３２

電話０５５‐９４８‐６５５１
●レジ袋無料配布中止。● レジ袋辞退者への特典…買物袋スタン
プカード（トップバリュ商品１００円引き券）、買物袋（マイバック、
マイバスケットなど）を持参のときは、１回の買い物でスタンプを
１個を押し、２０個貯まると次回の買い物時にトップバリュ商品を
１００円引き。●お客様への呼びかけ。●マイバック、マイバスケ
ットなどの推奨。●シンギングイオンマイバックを毎月５日、３
割引きにて販売。

マックスバリュＥＸ韮山店
四日町３４８‐１

電話０５５‐９４９‐６８０７

マックスバリュＥＸ大仁店
田京２６３‐２

電話０５５８‐７６‐４６３３

アピタ大仁店
（ユニー（株））

吉田１５３‐１
電話０５５８‐７５‐５８１１

● レジ袋無料配布中止。●レジ袋辞退者への特典…ノーレジ袋ス
タンプカード（２０個貯まると１００円引きクーポンとして利用可
能）。● 店内放送、ポスターなどによる啓発活動。●マイバック、
マイバスケットなどの販売。●５月にマイバックキャンペーン実
施予定。

問合せ クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

取り組み参加事業者

エコは「エコロジー」の略で
す。エコロジーとは、「生態学」
とか「環境に配慮する思想のこ
と」をいいます。とても便利に
なった世の中ですが、反面、環
境とのバランスが崩れているの
も事実です。この事実を何とか
しようと「エコ」を合言葉に、
地球規模でさまざまな取り組み
が行われています。

マイバック生活を
楽しもう！


